
初
期
草
双
紙
に
お
け
る
再
摺
本
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
―
鱗
形
屋
板
の
三
田
村
本
か
ら
み
え
る
も
の
―
―

松

原

哲

子

は
じ
め
に

宝
暦
期
か
ら
安
永
初
年
ご
ろ
に
刊
行
さ
れ
た
初
期
草
双
紙
の
体
裁

を
大
別
す
る
と
、
黄
色
い
表
紙
の
「
青
本
」
と
黒
い
表
紙
の
「
黒

本
」
の
二
種
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
両
者
の
違
い
が
初
摺
・
再
摺
の

別
を
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
注
１

。

拙
稿
「
鱗
形
屋
板
絵
外
題
考
」（『
近
世
文
芸
』
第
八
十
七
号
、
平

成
二
十
年
一
月
、
日
本
近
世
文
学
会
）
で
は
、
初
期
草
双
紙
の
板
元

の
中
で
中
心
を
成
し
た
鱗
形
屋
に
注
目
し
、
原
題
簽
の
意
匠
と
作
中

に
み
ら
れ
る
新
板
目
録
の
記
載
を
手
掛
か
り
に
安
永
三
年
ま
で
の
現

存
資
料
を
年
次
的
に
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
鱗
形
屋
板
草
双
紙
の

題
簽
の
様
式
は
以
下
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
順
に
展
開
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

Ａ

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
か
ら
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
ご
ろ

↓
桐
と
鳳
凰
の
一
枚
題
簽

左
側
お
よ
そ
四
分
の
一
に
「
新
板
」
字
・
書
名
・
板
元
商
標
を

配
し
、
右
側
の
上
下
に
鳳
凰
と
桐
の
意
匠
を
、
中
央
に
作
品
の
一

場
面
に
取
材
し
た
挿
絵
を
配
し
た
一
枚
題
簽
。

Ｂ

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
ご
ろ
か
ら
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）

↓
「
新
板
」
字
つ
き
二
枚
題
簽

左
側
に
短
冊
型
の
外
題
簽
を
、
右
側
に
長
方
形
の
絵
題
簽
を
配

し
た
二
枚
一
対
の
題
簽
。
絵
題
簽
に
は
作
品
の
一
場
面
に
取
材
し

た
挿
絵
が
配
さ
れ
る
。
外
題
簽
は
書
名
の
下
に
板
元
商
標
を
、
上
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に
楷
書
体
で
「
新
板
」
字
を
配
す
。

Ｃ

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
以
降

↓
干
支
つ
き
二
枚
題
簽

Ｂ
と
同
型
の
二
枚
題
簽
で
、
外
題
簽
の
書
名
の
上
が
干
支
を
表

す
絵
（
ま
た
は
Ｂ
と
異
な
る
書
体
で
「
新
板
」
字
）
と
な
っ
て
い

る
も
の
注
２

。

右
に
挙
げ
た
う
ち
、
宝
暦
六
年
か
ら
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
ま

で
に
つ
い
て
は
、
青
色
の
外
題
簽
と
紅
色
の
絵
題
簽
が
一
対
の
も
の

と
、
紅
色
の
外
題
簽
と
白
色
の
絵
題
簽
が
一
対
の
も
の
の
二
種
類
の

題
簽
が
確
認
で
き
る
。
表
紙
と
題
簽
の
両
方
に
つ
い
て
原
装
を
留
め

て
い
る
伝
本
の
中
で
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
刊
『
思
案
閣
女
今

川
』
は
青
・
紅
の
二
枚
題
簽
を
付
し
た
青
本
と
、
紅
・
白
の
二
枚
題

簽
を
付
し
た
黒
本
の
二
種
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
伝
本
の
存

在
は
、
二
つ
の
題
簽
の
様
式
の
う
ち
、
前
者
が
初
摺
本
、
後
者
が
再

摺
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
宝
暦
六
年
以
降
に
新
板
物
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
鱗
形
屋
板
草
双
紙
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
後
に
再
摺
・
再
販

売
さ
れ
た
際
に
は
、
表
紙
と
題
簽
の
色
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

初
摺
の
新
板
物
と
の
区
別
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
再
摺
本
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
な
の
か
。

現
存
す
る
草
双
紙
を
み
て
み
る
と
、
時
折
何
度
も
繰
り
返
し
摺
ら

れ
た
た
め
に
板
面
が
摩
耗
し
、
印
刷
が
不
鮮
明
な
も
の
に
遭
遇
す
る
。

そ
れ
ら
の
伝
本
が
昔
話
を
題
材
と
し
て
い
た
り
、
浄
瑠
璃
の
抄
録
物

で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
毎
年
刊
行
さ
れ
た
新
板
の
草
双
紙
の

中
で
も
、
初
摺
の
時
期
を
過
ぎ
て
も
商
品
と
し
て
の
価
値
が
下
が
ら

な
い
も
の
が
再
摺
の
対
象
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

を
め
ぐ
ら
す
。
実
際
、
元
々
鱗
形
屋
板
で
あ
っ
た
も
の
が
他
の
板
元

の
手
に
渡
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
年
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
草
双

紙
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
内
容
に
何
ら
か
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も

思
え
る
。

し
か
し
、
現
存
す
る
鱗
形
屋
板
の
原
題
簽
の
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て

初
摺
と
再
摺
と
を
分
類
・
整
理
し
た
結
果
を
み
て
も
、
再
摺
の
題
簽

を
有
す
る
作
品
に
、
際
だ
っ
た
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
表
紙
・
題
簽
の
色
は
初
摺
本
と
異
な
る
も
の
の
、
新
板
目

録
も
題
簽
の
干
支
の
意
匠
も
初
摺
の
ま
ま
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
再
摺
本
は
、
そ
の
刊
行
時
期
を
判
断
す
る
材
料
が
乏
し
く
、
そ
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
困
難
だ
と
い
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
鱗
形
屋
板
の
初
摺
・
再
摺
両
様
式
の
題

簽
の
分
布
を
確
認
し
、
再
摺
の
対
象
と
な
っ
た
範
囲
を
概
観
す
る
。

さ
ら
に
、
宝
暦
六
年
以
前
に
初
摺
本
と
し
て
刊
行
が
さ
れ
た
鱗
形
屋

板
の
、
後
に
再
摺
さ
れ
た
時
の
題
簽
の
様
式
に
注
目
し
て
、
再
摺
の

時
期
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
草
双
紙
の
享
受
を
考
え
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る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
見
込
ま
れ
て
い
る
「
三
田
村
彦
五
郎
」

他
署
名
の
、
い
わ
ゆ
る
「
三
田
村
本
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

一

後
摺
の
対
象

鱗
形
屋
板
草
双
紙
に
お
い
て
、
再
摺
す
る
際
の
基
本
的
な
方
法
は
、

表
紙
と
題
簽
の
色
を
再
摺
仕
様
に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

現
存
す
る
資
料
を
み
て
み
る
と
、
刊
年
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ

る
も
の
の
、
か
な
り
の
割
合
で
再
摺
本
（
も
し
く
は
再
摺
本
体
裁
の

原
題
簽
）
が
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
新
板
目
録
に
掲
載
さ
れ
る

十
四
種
中
、
現
在
十
種
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
六
種

で
再
摺
体
裁
の
伝
本
が
存
在
す
る
。

宝
暦
七
年
（
丁
丑
）「
丑
正
月
新
板
目
録
」
掲
載
書
目
十
四
種

●

実
盛
本
末
記

※
●
再
摺
本
あ
り

大
塔
宮
／
熊
野
篠
繋

×
伝
本
な
し

×
山
本
勘
助
／
軍
配
団

家
内
儀
魔
離

●

弁
慶
分
身
石

●

延
喜
聖
代
／
鉢
敲
監
觴

亀
山
曽
我
／
念
力
岩

●

弥
陀
次
郎
／
踊
大
文
字

●

伏
見
夜
船
／
沖
津
白
波
注
３

×
元
木
阿
弥
手
柄
噺

×
油
や
ほ
そ
め
小
買
久
持
／
思
妖
競

●

福
�
／
萬
穀
�

役
者
名
物
／
略
姿

×
浮
世
／
め
つ
け
ゑ

宝
暦
七
年
以
降
に
つ
い
て
も
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
ま
で
は

概
ね
同
じ
よ
う
な
割
合
で
再
摺
本
が
確
認
さ
れ
る
。
現
存
の
伝
本
か

ら
判
断
す
る
限
り
、
初
摺
の
新
板
物
の
中
で
、
と
り
わ
け
商
品
価
値

が
保
持
で
き
そ
う
な
も
の
を
選
ん
で
再
摺
し
た
と
い
う
印
象
は
受
け

な
い
。

二

再
摺
の
時
期

先
述
の
通
り
、
鱗
形
屋
板
草
双
紙
は
延
享
期
か
ら
宝
暦
初
年
ま
で

の
初
摺
本
に
鳳
凰
と
桐
の
一
枚
題
簽
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
時
期

の
新
板
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
書
名
を
持
つ
伝
本
の
中
に
、
注
目
す
べ

き
様
式
の
題
簽
を
伴
う
も
の
が
存
在
す
る
。
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宝
暦
元
年
（
辛
未
）「
未
正
月
新
板
目
録
」
掲
載
書
目
十
四
種

☆

い
づ
み
式
部

※
○
初
摺
本
体
裁

☆

江
嶋
は
ん
が
く

☆
「
寿
」
字
つ
き
二
枚
題
簽

○

さ
よ
ひ
め
／
領
巾
麾
山

×
伝
本
な
し

×
金
平
／
鰐
く
ま
退
治

×
西
行
勇
力
競

×
牛
王
の
ひ
め

×
虎
が
石
う
す

○
☆

お
に
ひ
ら
親
王

×
ば
け
も
の
八
百
屋
お
七

×
獅
子
大
わ
う

☆

金
平
や
く
お
と
し

×
こ
れ
ひ
と
親
王

☆

山
し
な
色
好

×
飛
騨
の
た
く
み

宝
暦
二
年
（
壬
申
）「
申
正
月
新
板
目
録
」
掲
載
書
目
十
三
種

☆

ち
ん
ぜ
い
八
郎
／
一
代
記

※
○
初
摺
本
体
裁

×
増
補
う
ら
嶋

☆
「
富
」
字
つ
き
二
枚
題
簽

×
公
平
た
か
ら
舩

×
伝
本
な
し

×
金
平
い
せ
参

☆

女
三
の
み
や

×
い
も
せ
山
／
風
流
鑑

○

さ
る
塚
物
か
た
り

×
お
ば
捨
山
物
語

×
わ
た
な
べ
／
花
い
く
さ

×
う
ね
め
物
語

×
い
ぶ
き
山
合
戦

☆

平
安
城
都
定

×
玉
津
し
ま

宝
暦
元
年
・
二
年
は
、
新
板
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
際
に
付
さ
れ

た
題
簽
は
、
鳳
凰
と
桐
の
一
枚
題
簽
だ
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

現
存
す
る
伝
本
の
多
く
は
紅
色
の
外
題
簽
と
白
色
の
絵
題
簽
を
付
し

た
黒
本
体
裁
で
、
こ
れ
は
再
摺
の
際
の
様
式
に
あ
た
る
。
現
存
す
る

両
年
の
二
枚
題
簽
は
全
て
紅
・
白
の
再
摺
仕
様
の
も
の
で
あ
り
、

青
・
紅
の
初
摺
仕
様
の
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
二
枚
題
簽
は
、
一
度
鳳
凰
と
桐
の
一
枚
題
簽
を
付
し
て
宝
暦
元

年
・
二
年
に
初
摺
の
新
板
物
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
、
後
に
再
摺

す
る
際
に
、
新
た
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
宝
暦
元
年
の
新
板
物
の
再
摺
本
に
は
全
て
「
寿
」
字
を
配

し
た
二
枚
題
簽
が
付
さ
れ
、
翌
宝
暦
二
年
新
板
物
の
再
摺
本
に
は
全

て
「
富
」
字
が
配
し
た
二
枚
題
簽
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
年
刊
行
の
分
を
同
時
期
に
ま
と
め
て
再
摺
し
た
こ
と
を
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示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
特
定
の
作
品
が
、
板

面
が
摩
耗
す
る
ほ
ど
繰
り
返
し
、
長
年
に
亘
っ
て
刊
行
さ
れ
た
等
と

は
異
な
る
再
摺
の
実
態
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
だ

と
す
る
と
、
宝
暦
二
年
以
降
の
、
二
枚
題
簽
使
用
期
の
鱗
形
屋
板
草

双
紙
に
つ
い
て
も
、
毎
年
の
新
板
物
を
一
括
で
再
摺
し
、
販
売
し
て

い
た
可
能
性
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、「
寿
」
字
・「
富
」
字
両
種
の
再
摺
仕
様
の
題
簽
は
、
共
に

二
枚
題
簽
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
再
摺
本
の
刊
行
時
期
と
し

て
は
鱗
形
屋
板
の
新
板
物
が
二
枚
題
簽
様
式
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ

ろ
が
想
定
さ
れ
る
。
現
時
点
で
、
宝
暦
三
・
四
・
五
年
刊
の
初
摺
本

が
見
出
せ
ず
、
当
時
の
題
簽
様
式
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
刊
行
時

期
を
絞
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
宝
暦
元
年
刊
行
の
新

板
物
の
再
摺
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
初
摺
体
裁
が
鳳
凰
と
桐
の
一
枚

題
簽
で
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
宝
暦
三
年
以
降
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
後
述
の
三
田
村
本
の
伝
存
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
さ
ら
に
時

期
が
下
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

三

三
田
村
本
に
み
る
鱗
形
屋
板
初
摺
本
・
再
摺
本

草
双
紙
の
享
受
の
あ
り
方
を
探
る
上
で
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

三
田
村
某
と
署
名
の
残
る
、
い
わ
ゆ
る
「
三
田
村
本
」
の
存
在
が
あ

る
。
大
部
分
は
「
三
田
村
彦
五
郎
」
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
署
名
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
「
熊
三
郎
」「
よ
ね
」
等
の
名
も
見
え
、

三
田
村
本
と
は
そ
の
一
群
を
指
す
。

三
田
村
本
に
つ
い
て
は
木
村
八
重
子
氏
を
は
じ
め
、
神
楽
岡
幼
子

氏
や
佐
藤
悟
氏
等
に
よ
る
い
く
つ
も
の
指
摘
が
あ
る
注
４

。

『
草
双
紙
の
世
界

江
戸
の
出
版
文
化
』（
木
村
八
重
子
著
、
平
成

二
十
一
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
で
は
、
三
田
村
彦
五
郎
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
（
九
六
頁
）。

見
返
し
そ
の
他
に
「
此
主
三
田
村
彦
五
郎
」
な
ど
と
名
を
記
し

た
作
品
が
多
数
有
る
（
中
略
）
年
月
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
の

で
、
こ
の
所
蔵
者
が
宝
暦
末
明
和
初
年
刊
行
当
時
の
人
と
推
定

で
き
る
。
達
筆
だ
が
筆
遣
い
に
幼
さ
も
見
え
て
草
双
紙
好
き
の

少
年
像
が
目
に
浮
か
ぶ
。

管
見
の
三
田
村
本
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
署
名
に
年
月
が
付
記

さ
れ
る
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
板
元
名
の
な
い
も
の
は
全
て
鱗

形
屋
板
）。

「
宝
暦
十
一
年
／
此
主
彦
五
郎
」

（『
鳴
神
上
人
巌
注
連
』）

「
宝
暦
十
一
年
本
主
彦
五
郎
」「
巳
正
月
新
板
／
三
田
村
彦
五
郎
」

（『
初
夢
福
人
八
景
』）

「
巳
正
月
新
板
／
三
田
村
彦
五
郎
」

（『
良
門
峯
起
軍
』）
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「
宝
暦
十
二
壬
午
年
／
三
田
村
彦
五
郎
／
四
月
」（『

八
重
桜
倭
謌
』）

「
宝
暦
十
二
壬
午
歳
三
田
村
彦
五
郎
」（『

阿
部
清
明
／
哥
う
ら
伝
』）

「
宝
暦
十
四
甲
申
歳
正
月
十
日
此
主
三
田
村
彦
五
郎
」

（『
現
金
か
け
ね
な
し
／
釣
竿
の
由
来
』
鶴
屋
板
）

「
明
和
元
年
申
七
月
申
七
月
十
三
日
／
此
主

三
田
村
熊
三
良
」

（『
沖
石
水
魚
筆
始
』）

「
申
三
田
村
」

（『
熊
坂
誕
生
記
』）

「
明
和
二
乙
酉
歳
／
本
主
三
田
村
氏
」（『

�
人
業
平
／
操
杜
若
』）

「
明
和
四
丁
亥
歳
／
正
月
七
日
／
此
主
三
田
村
彦
五
郎
」

（『
八
瀬
釜
本
／
京
白
粉
紀
原
』）

「
明
和
四
丁
亥
歳
／
正
月
七
日
／
三
田
村
彦
五
郎
」

（『
凱
音
坂
東
武
者
』）

「
明
和
四
丁
亥
歳
正
月
廿
二
日
／
三
田
村
彦
五
郎
」

（『
思
案
閣
女
今
川
』）

右
の
よ
う
に
、
年
月
の
付
記
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
限
る
と
、
宝
暦
十

一
（
一
七
六
一
）
年
か
ら
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
ま
で
の
七
年
間

に
亘
っ
て
い
る
。

実
際
に
三
田
村
彦
五
郎
が
草
双
紙
を
入
手
し
た
時
期
は
い
つ
ご
ろ

な
の
か
。
三
田
村
本
の
中
で
も
刊
年
や
初
摺
・
再
摺
の
別
が
比
較
的

容
易
に
推
定
で
き
る
鱗
形
屋
板
に
限
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下

の
通
り
に
な
る
注
５

。

三
田
村
本
鱗
形
屋
板
黒
本
青
本
一
覧

◎
印
は
初
摺
本
の
体
裁
、
●
印
は
再
摺
本
の
体
裁
の
伝
本
。

「
刊
年
不
明
」
と
あ
る
も
の
は
新
板
目
録
や
題
簽
の
様
式
に
よ
っ
て
刊

年
を
確
定
で
き
な
い
も
の
。
た
だ
し
、
他
の
伝
本
の
形
態
や
、
署
名
に
付

記
さ
れ
る
年
月
に
よ
っ
て
刊
年
が
絞
り
込
め
る
場
合
は
、
適
宜
ふ
さ
わ
し

い
と
思
わ
れ
る
順
に
配
置
し
た
。

「
↓
」
の
後
に
表
紙
・
題
簽
の
様
式
お
よ
び
所
蔵
先
を
示
し
た
。
三
田

村
彦
五
郎
の
署
名
に
つ
い
て
は
「
三
田
村
彦
五
郎
」「
本
主
彦
五
郎
」「
此

主
彦
五
郎
」
等
の
氏
名
の
み
を
記
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
他
の

人
物
の
署
名
や
、
年
月
日
等
を
付
記
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
示
し
た
。

●
刊
年
不
明
『
佐
々
木
三
郎
／
藤
戸
問
答
』（
二
巻
）

↓
黒
本
（
原
題
簽
欠
。
た
だ
し
、
鳳
凰
と
桐
の
一
枚
題
簽
を

伴
う
伝
本
が
あ
り
、
宝
暦
初
年
ま
で
の
新
板
物
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
）【
南
山
大
】

●
宝
暦
元
年
『
江
嶋
は
ん
か
く
』（
三
巻
、
甚
四
作
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
寿
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
ロ
ン
ド
ン
大
】

●
宝
暦
二
年
『
平
安
城
都
定
注
６

』（
三
巻
、
鳥
居
清
満
画
）
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↓
黒
本
（
紅
白
「
富
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

●
宝
暦
六
年
『
山
椒
大
夫
／
老
花
婿
』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

●
宝
暦
七
年
『
弥
陀
次
郎
／
踊
大
文
字
』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

●
宝
暦
七
年
『
実
盛
本
末
記
』（
五
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
ロ
ン
ド
ン
大
】

●
宝
暦
七
年
『
福
�
／
萬
穀
�
』（
二
巻
、
鳥
居
清
満
画
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

●
宝
暦
七
年
『
伏
見
夜
船
／
沖
津
白
波
注
７

』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）「
十
一
月
十
八

日

本
主
彦
五
郎
」【
早
稲
田
大
】

●
宝
暦
七
年
『
延
喜
聖
代
／
鉢
敲
監
觴
』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

◎

宝
暦
八
年
『
分
福
／
丹
頂
鶴
』（
二
巻
、
鳥
居
清
満
画
）

↓
青
本
（
紅
色
、
外
題
簽
の
み
存
、「
新
板
」
字
）【
南
山
大
】

●
宝
暦
八
年
『
伊
豆
御
山
／
旭
梛
葉
』（
三
巻
、
鳥
居
清
満
画
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

◎

宝
暦
十
年
『
草
木
国
土
／
歌
嚢
蛙
鶯
注
８

』（
三
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
彦

五
郎
／
此
本
八
冊
之
内
何
方
へ
参
候
共
か
へ
し
給
□
□
候

（
可
被
下
候
カ
）」

◎

宝
暦
十
年
『
佐
野
本
領
玉
恋
聟
』（
三
巻
、
鳥
居
清
満
画
、
甚

四
作
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
彦

五
郎
」「
三
田
村
彦
五
郎
」
の
他
に
下
巻
裏
表
紙
「
八
冊

／
熊
□
（
印
カ
）」

◎

宝
暦
十
年
『
達
磨
出
生
記
注
９

』（
三
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

◎

宝
暦
十
年
『
穴
野
名
寄
／
嫁
狐
和
名
』（
二
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

◎

刊
年
不
明
（
宝
暦
十
一
年
カ
）『
鳴
神
上
人
巌
注
連
』（
三
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
彦

五
郎
／
三
田
村
氏
／
よ
ね
」「
宝
暦
十
一
年
／
此
主
彦
五

郎
」
等

◎

刊
年
不
明
（
宝
暦
十
一
年
カ
）『
初
夢
福
人
八
景
注
１０

』（
二
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
宝

暦
十
一
年
本
主
彦
五
郎
」「
巳
正
月
新
板
／
三
田
村
彦
五

郎
」
等

◎

刊
年
不
明
（
宝
暦
十
一
年
カ
）『
良
門
峯
起
軍
』（
五
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
巳

正
月
新
板
／
三
田
村
彦
五
郎
」
等

◎

宝
暦
十
二
年
『
八
重
桜
倭
謌
注
１１

』（
二
巻
、
鳥
居
清
満
画
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
宝
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暦
十
二
壬
午
年
／
三
田
村
彦
五
郎
／
四
月
」
等

●
刊
年
不
明
（
宝
暦
十
二
年
再
摺
カ
）『
阿
部
清
明
／
哥
う
ら

伝
』（
五
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】「
宝
暦

十
二
壬
午
歳
三
田
村
彦
五
郎
」
等
。

◎

宝
暦
十
三
年
『
沖
石
水
魚
筆
始
』（
三
巻
、
鳥
居
清
満
画
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
明

和
元
年
申
七
月
申
七
月
十
三
日
／
此
主

三
田
村
熊
三

良
」
等

◎

刊
年
不
明
『
百
魔
／
山
姥
有
明
月
』（
三
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

◎

刊
年
不
明
『
三
官
／
和
唐
内
雅
立
』（
二
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
「
新
板
」
字
の
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

◎

刊
年
不
明
『
平
重
盛
小
松
號
』（
三
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

●
刊
年
不
明
（
明
和
元
年
カ
）『
熊
坂
誕
生
記
』（
二
巻
）

↓
黒
本
（
紅
色
、
外
題
簽
の
み
存
）【
南
山
大
】「
申
三
田

村
」
等
。

◎

明
和
二
年
『
�
人
業
平
／
操
杜
若
』（
二
巻
）

↓
青
本
（
青
紅
、
諫
鼓
の
図
の
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
明

和
二
乙
酉
歳
／
本
主
三
田
村
氏
」
等

◎

明
和
四
年
『
八
瀬
釜
本
／
京
白
粉
紀
原
』『
凱
音
坂
東
武
者
』

『
思
案
閣
女
今
川
注
１２

』

↓
青
本
（
青
紅
、
先
掲
の
も
の
と
は
別
種
の
「
新
板
」
字
つ

き
二
枚
題
簽
）【
大
英
図
書
館
】「
明
和
四
丁
亥
歳
／
正
月

七
日
／
此
主
三
田
村
彦
五
郎
」
他
（
前
掲
）

●
刊
年
不
明
『
源
氏
朧
月
』（
三
巻
、
鳥
居
清
満
画
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

●
刊
年
不
明
『
住
吉
陰
陽
／
岸
姫
松
』（
三
巻
、
鳥
居
清
信
画
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

●
刊
年
不
明
『
も
の
ぐ
さ
太
郎
』（
二
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

●
刊
年
不
明
『
本
朝
／
角
力
物
語
』（
二
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

●
刊
年
不
明
『
結
城
合
戦
』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

●
刊
年
不
明
『
大
ふ
く
て
う
』（
二
巻
）

↓
黒
本
（
白
色
、
絵
題
簽
の
み
存
）【
南
山
大
】

●
刊
年
不
明
『
に
し
木
戸
合
戦
』（
三
巻
、
甚
四
作
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

●
刊
年
不
明
『
大
原
／
雑
居
寝
物
語
』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
紅
白
「
新
板
」
字
二
枚
題
簽
、）【
ロ
ン
ド
ン
大
】

「
三
田
村
氏
」「
平
井
甚
之
助
様
／
此
主
彦
五
郎
」
等

―２６―



●
刊
年
不
明
『
そ
が
一
代
記
』（
五
巻
）

↓
黒
本
（
幅
狭
宝
尽
一
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

●
刊
年
不
明
『
澤
田
物
語
』（
三
巻
）

↓
黒
本
（
原
題
簽
欠
。
た
だ
し
、
幅
狭
宝
尽
一
枚
題
簽
の
伝

本
あ
り
）。【
関
西
大
】

刊
年
不
明
『
女
は
ち
の
木
』（
一
巻
、
鳥
居
清
信
画
）

↓
赤
本
（
一
枚
題
簽
、
狂
言
絵
尽
）【
大
英
博
物
館
】

各
作
品
の
初
摺
で
の
刊
年
を
基
準
に
す
る
と
宝
暦
元
年
か
ら
明
和

四
年
ま
で
十
七
年
間
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
宝
暦

七
年
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
は
全
て
再
摺
本
で
あ
り
、
実
際
の
刊
行

年
や
三
田
村
彦
五
郎
の
入
手
時
期
は
そ
れ
よ
り
も
下
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
右
に
挙
げ
た
一
覧
の
う
ち
、
再
摺
本
と
、
初
摺
で
あ
っ
て

も
刊
年
が
特
定
で
き
な
い
も
の
を
除
く
と
、
宝
暦
八
年
か
ら
明
和
四

年
の
十
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
三
田

村
本
と
さ
れ
る
草
双
紙
群
が
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
年
代
と
し
て
想
定

さ
れ
る
の
は
右
の
十
年
間
程
度
で
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
こ
の
十
年
間
を
そ
の
ま
ま
三
田
村
本
の
鱗
形
屋
板
初
摺

り
・
再
摺
の
刊
行
年
代
と
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

初
摺
本
に
み
え
る
署
名
の
内
、
年
月
が
付
記
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ

る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎

宝
暦
十
二
年
『
八
重
桜
倭
謌
』

↓
「
宝
暦
十
二
壬
午
年
／
三
田
村
彦
五
郎
／
四
月
」

◎

宝
暦
十
三
年
『
沖
石
水
魚
筆
始
』

↓
「
明
和
元
年
申
七
月
申
七
月
十
三
日
／
此
主

三
田
村

熊
三
良
」

◎

明
和
二
年
『
�
人
業
平
／
操
杜
若
』

↓
「
明
和
二
乙
酉
歳
／
本
主
三
田
村
氏
」

◎

明
和
四
年
『
八
瀬
釜
本
／
京
白
粉
紀
原
』『
凱
音
坂
東
武
者
』

『
思
案
閣
女
今
川
』

↓
「
明
和
四
丁
亥
歳
／
正
月
七
日
／
此
主
三
田
村
彦
五

郎
」
他
（
前
掲
）

右
の
よ
う
に
、『
�
人
業
平
／
操
杜
若
』『
八
瀬
釜
本
／
京
白
粉
紀

原
』『
凱
音
坂
東
武
者
』『
思
案
閣
女
今
川
』
の
四
点
に
つ
い
て
は
初

摺
の
新
板
と
し
て
刊
行
が
な
さ
れ
た
年
の
署
名
で
あ
が
、『
八
重
桜

倭
謌
』
は
正
月
を
過
ぎ
た
四
月
の
署
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
沖
石
水
魚
筆
始
』
に
つ
い
て
は
翌
年
七
月
の
日
付
が
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
新
板
刊
行
と
署
名
の
時
期
の
差
異
は
、
草
双
紙
を

購
入
し
た
時
期
が
下
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
購
入
し

た
時
期
は
正
月
ご
ろ
で
、
そ
れ
が
本
人
の
手
に
渡
っ
た
の
が
遅
れ
た

こ
と
を
示
す
の
か
な
ど
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
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三
田
村
本
の
年
代
特
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
宝
暦
初
年
刊
行
分
の
『
江
嶋
は
ん
か
く
』
お
よ
び
『
平
安

城
都
定
』
が
明
ら
か
に
宝
暦
三
年
以
降
の
再
摺
本
の
様
式
で
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
て
、
そ
の
上
限
は
宝
暦
八
年
よ
り
も
大
き
く
遡
ら
な
い

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
干
支
つ
き
の
二
枚
題
簽
を
使
用
し
た

明
和
期
の
鱗
形
屋
板
の
再
摺
本
も
三
田
村
本
に
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、

明
和
四
年
よ
り
大
き
く
下
る
こ
と
も
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

よ
っ
て
現
時
点
で
は
宝
暦
後
期
か
ら
明
和
初
期
ま
で
を
三
田
村
本
の

想
定
範
囲
と
し
た
い
。

結
語

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
現
存
す
る
鱗
形
屋
板
原
題
簽

の
総
数
に
占
め
る
再
摺
様
式
の
割
合
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
年

刊
行
の
新
板
物
が
一
括
し
て
再
摺
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
三
田
村
本
草
双
紙
を
初
摺
・
再
摺
に
分
類
し
、

そ
の
年
代
が
宝
暦
後
期
か
ら
明
和
初
期
ま
で
の
範
囲
に
絞
ら
れ
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

同
年
刊
行
分
の
一
括
再
摺
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
今
一
度
三
田
村

本
を
対
象
に
検
討
し
て
み
た
い
。
宝
暦
七
年
の
新
版
物
の
再
摺
本
が

五
点
十
六
冊
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
五
点
の
購
入
・
入
手
時
期
が
明
ら

か
で
な
い
の
で
想
像
の
粋
を
出
な
い
が
、
初
摺
本
が
販
売
さ
れ
た
後
、

さ
ほ
ど
経
た
な
い
時
期
に
、
再
摺
本
が
十
数
点
並
ぶ
中
か
ら
め
ぼ
し

い
も
の
を
選
び
、
一
括
購
入
で
き
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

草
双
紙
の
享
受
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
再
摺
本
の
存
在
は
看

過
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
今
後
は
鶴
屋
や
山
本
と
い
っ
た

他
の
板
元
の
再
摺
の
方
法
や
、
一
括
再
摺
以
外
の
再
摺
本
刊
行
の
あ

り
方
な
ど
を
ひ
と
つ
ず
つ
明
ら
か
に
し
、
草
双
紙
享
受
の
実
態
解
明

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

注
１

棚
橋
正
博
氏
「
草
双
紙
の
時
代
（
６
）
初
め
は
青
、
再
板
は

黒
」（『
日
本
古
書
通
信
』
平
成
七
年
六
月
）、
木
村
八
重
子
氏

「
赤
小
本
か
ら
青
本
ま
で
―
出
版
物
の
側
面
―
」（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
『
草
双
紙
集
』
解
説
、
平
成
八
年
、
岩
波
書
店
）、
神
楽

岡
幼
子
氏
『
青
本
黒
本
集
』
解
題
（『
関
西
大
学
図
書
館
影
印
叢

書
』
第
一
期
第
七
巻
、
平
成
九
年
）
等
。

２

安
永
二
年
の
も
の
だ
け
は
二
枚
題
簽
様
式
を
意
識
し
た
一
枚
題

簽
と
な
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
鱗
形
屋
板
絵
外
題
考
」
参
照
。

３

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
雲
英
末
雄
・
伊
藤
善
隆
・
二
又
淳

「『
伏
見
夜
船
／
沖
津
白
波
』『
勅
宣
養
老
水
』
影
印
・
翻
刻
」

（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
四
十
八
号
、
平
成
十
三
年
三

月
）
参
照
。

４

木
村
八
重
子
氏
「
赤
小
本
か
ら
青
本
ま
で
―
―
出
版
物
の
側
面
」、
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神
楽
岡
幼
子
氏
「
関
西
大
学
所
蔵
初
期
草
双
紙
に
つ
い
て
」（
関

西
大
学
図
書
館
影
印
叢
書
第
一
期
第
七
巻
『
青
本
黒
本
集
』、
平

成
九
年
、
関
西
大
学
出
版
部
）、
佐
藤
悟
氏
「
草
双
紙
に
関
す
る

い
く
つ
か
の
疑
問
」（『
江
戸
文
学
』
第
三
十
五
号
、
平
成
十
八
年

十
一
月
）
等
。

５

鱗
形
屋
板
以
外
の
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
。

『
菊
水
軍
法
錦
』（
二
巻
、
鶴
屋
）

↓
黒
本
（
白
色
・
一
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

『
木
曽
一
代
記
』（
五
巻
、
鶴
屋
）

↓
黒
本
（
紅
色
・
一
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

『
ほ
う
命
丸
白
狐
玉
』（
三
巻
、
鶴
屋
）

↓
黒
本
（
赤
色
一
枚
題
簽
）【
南
山
大
】

『
陸
奥
源
平
／
武
勇
問
答
』（
二
巻
、
丸
小
）

↓
青
本
（
色
摺
一
枚
題
簽
）【
関
西
大
】

『
新
板
蛙
合
戦
ゑ
づ
く
し
』（
三
巻
、
山
本
）

↓
黒
本
（
紅
色
・
幅
狭
一
枚
題
簽
）【
関
西
大
】「
八
冊
／
熊

□
」「
此
主
彦
五
郎
」
等
。

『
勅
宣
養
老
水
』（
二
巻
、
山
本
）

↓
青
本
（
色
摺
一
枚
題
簽
）【
早
稲
田
大
】

『
建
武
軍
記
』（
上
巻
一
冊
、
奥
村
）

↓
黒
本
（
墨
摺
一
枚
題
簽
）【
実
践
女
子
大
】

６

木
村
八
重
子
氏
「
黒
本
青
本
解
題
稿
（
一
）

関
西
大
学
所
蔵
稀

書
、
三
田
村
彦
五
郎
本
な
ど

一
」
に
影
印
・
解
題
所
収
（『
書

誌
学
月
報
』
第
五
十
二
号
、
平
成
五
年
七
月
、
青
裳
堂
書
店
）。

７

注
３
に
同
じ

８

木
村
八
重
子
氏
「
黒
本
青
本
解
題
稿
（
三
）

関
西
大
学
所
蔵
稀

書
、
三
田
村
彦
五
郎
本
な
ど

一
」
に
影
印
・
解
題
所
収
（『
書

誌
学
月
報
』
第
五
十
七
号
、
平
成
八
年
四
月
、
青
裳
堂
書
店
）。

９

木
村
八
重
子
氏
「
黒
本
青
本
解
題
稿
（
二
）

関
西
大
学
所
蔵
稀

書
、
三
田
村
彦
五
郎
本
な
ど

一
」
に
影
印
・
解
題
所
収
（『
書

誌
学
月
報
』
第
五
十
四
号
、
平
成
六
年
一
月
、
青
裳
堂
書
店
）。

１０

『
草
双
紙
の
世
界
』
に
解
説
が
あ
る
。

１１

『
草
双
紙
の
世
界
』
に
署
名
部
分
掲
載
。

１２

『
八
瀬
釜
本
／
京
白
粉
紀
原
』『
凱
旋
坂
東
武
者
』『
思
案
閣
女
今

川
』
が
合
綴
さ
れ
る
。

（
ま
つ
ば
ら
の
り
こ
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

実
践
女
子
大
学
大

学
院
博
士
課
程
平
成
十
四
年
度
単
位
取
得
満
期
退
学
）

―２９―


